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たまき人
びと

の活動

花
い
っ
ぱ
い
運
動

　

毎
年
２
回
、
田
丸
駅
前
花
壇
と
、

田
丸
大
橋
交
差
点
付
近
花
壇
、
保
健

福
祉
会
館
の
３
か
所
に
お
い
て
、
季

節
の
花
の
植
え
替
え
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
５
月
15
日
と
26
日
の
２
回

に
分
け
て
、
自
分
た
ち
の
住
む
町
を

花
で
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、
母
子
寡

婦
福
祉
会
や
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
な

ど
の
福
祉
団
体
、
お
楽
し
み
会
や
イ

ベ
ン
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
方
々
の

ご
協
力
の
も
と
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
色
と
り
ど
り
の
花
が
花
壇
に
植

え
ら
れ
、
町
の
景
観
を
彩
り
、
み
な

さ
ん
の
目
に
留
ま
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　
雑
草
な
ど
に
お
気
づ
き
の
方
は
ぜ

ひ
除
草
作
業
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
秋
頃
（
10
月
～
11
月
）
に

植
え
替
え
作
業
を
行
い
ま
す
。
ど
な

た
で
も
活
動
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
玉
城
町
社

会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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平
成
30
年
度
は
、
地
域
福
祉
事
業
を

さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
理
念
を

決
定
し
、
そ
の
理
念
に
基
づ
き
、
従
来

か
ら
の
事
業
を
見
直
し
な
が
ら
実
践
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
利
用
者
も
増
加
し
住

民
の
担
い
手
で
支
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
既
存
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
に
お
い
て
は
、
以
前
か
ら

の
課
題
に
な
っ
て
い
る
高
齢
化
に
よ

り
、
活
動
休
止
と
な
る
団
体
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。
幸
い
に
も
団
体
と
し
て
は
活

動
で
き
な
く
て
も
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
残
留
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
齢
化
に

つ
い
て
は
、
重
要
課
題
と
受
け
止
め
今

後
次
世
代
の
育
成
や
誰
も
が
簡
易
に
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
急
務
に
模
索
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、「
た
ま
き
人び

と

」
に
お
い
て
は
、

第
２
弾
と
し
て
地
域
の
公
民
館
を
お
借

り
し
玉
城
の
魅
力
を
再
発
見
し
、「
た

ま
き
人
」
に
な
に
が
で
き
る
の
か
意
見

を
交
換
し
合
う
こ
と
で
つ
な
が
り
を
強

く
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
介
護
保
険
事
業
、
障
が
い
者

事
業
に
お
い
て
は
、
共
に
プ
ラ
ン
を
立

て
る
事
業
所
で
は
順
調
に
利
用
者
は
増

加
し
て
お
り
ま
す
が
、
直
接
的
に
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
に
お
い
て
は

軒
並
み
減
少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
特

に
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
根
底
で
あ
る
訪

問
介
護
に
お
い
て
は
、
マ
ン
パ
ワ
ー
並

び
に
利
用
者
の
確
保
が
で
き
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
打
破

す
る
た
め
に
も
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
お
い

て
は
受
け
手
だ
け
で
な
く
、
情
報
発
信

を
常
に
行
い
在
宅
で
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
た
め
の
事
業
所
を
目
指
し
、
地
域

福
祉
事
業
と
共
に
理
念
を
推
し
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

〈
法
人
運
営
〉

法
人
運
営
の
経
営
体
制
の
強
化

①
理
事
会
・
評
議
員
会
等
の
開
催

役
員
・
職
員
等
の
資
質
向
上
研
修
の
取
組

各
種
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
強
化

①
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
活
動

理
念
　
～ 

笑
顔
広
が
る
　
人
づ
く
り
　
地
域
づ
く
り
　
つ
な
が
り
づ
く
り
　
の
実
現
に
向
け
て 

～

平
成
30
年
度
　
社
会
福
祉
法
人 

玉
城
町
社
会
福
祉
協
議
会 

事
業
報
告

平成30年度 玉城町社会福祉協議会収支決算

平
成
30
年
度
を
振
り
返
っ
て

・
民
生
委
員
33
名
、主
任
児
童
委
員
２
名

②
福
祉
協
力
員
の
連
携

・
委
員
構
成
21
名

③
福
祉
団
体
活
動
の
支
援

・
玉
城
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

・
玉
城
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

・
玉
城
町
遺
族
会

・
玉
城
町
母
子
寡
婦
福
祉
会

・
玉
城
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

④
町
や
事
業
所
間
連
携

社
会
福
祉
協
議
会
会
員
制
度
の
促
進

会員口数 会　費
個人会員 300 円／口 1,779 口 535,087 円
団体会員 5,000 円／口 55 口 275,000 円
賛助会員 10,000円／口 19 口 190,000 円

計 1,853 口 1,000,087 円

①社会福祉協議会会員の加入促進
　及び地域福祉活動費への協力

※端数金額が含まれているため口数と金額が相違します。

寄附金額 1,284,802 円②寄附金

金　額 77,300 円

③チャリティーバザーの開催
　（町桜まつりチャリティバザー）

〈
地
域
福
祉
事
業
の
推
進
〉

身
近
な
地
域
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
享
受

で
き
る
地
域
づ
く
り
（
老
人
福
祉
活
動

事
業
）

①
サ
ロ
ン
事
業
の
支
援
と
推
進

・
高
齢
者
サ
ロ
ン

　
町
内
５
カ
所
（
13
字
区
）

・
お
風
呂
サ
ロ
ン（
毎
週
月
水
金
開
催
）

②
ほ
の
ぼ
の
便
（
安
否
確
認
）

　
利
用
人
数
１
３
８
名

③
歳
末
援
護
事
業
（
ま
ご
こ
ろ
弁
当
）

　
利
用
人
数
１
５
９
名

④
ぴ
ん
の
会（
独
居
高
齢
者
支
援
事
業
）

　
年
12
回
開
催

　
延
べ
人
数
３
３
６
人

⑤
給
食
サ
ー
ビ
ス

　
年
24
回
配
食

　
延
べ
利
用
者
数
６
６
１
名

⑥
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
年
28
回
配
食

　
延
べ
利
用
者
数
８
６
３
名

⑦
楽
笑
会
（
ら
く
し
ょ
う
か
い
）

　
４
校
区
開
催		

	
	

（
各
小
学
校
と
田
丸
保
育
所
）

　
下
外
城
田
小
49
名
、

　
有
田
小
57
名
、

　
外
城
田
小
64
名
、

　
田
丸
小
82
名
、

　
田
丸
保
育
所
２
６
２
名
参
加

⑧
備
え
ト
コ（
防
災
啓
発
グ
ッ
ズ
配
布
）

　
配
布
人
数
36
名（
新
た
に
独
居
の
方
）

積
極
的
に
社
会
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り

（
福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業
）

①
元
気
で
す
た
ま
き
事
業

・
委
員
会
の
運
営　
　
　
委
員
11
名

・
あ
い
さ
つ
強
化
デ
ー
（
毎
月
第
３
火

曜
日
）
延
べ
参
加
人
数
３
５
８
名
）

・
協
働
事
業
の
実
施

	

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
催
（
健

康
し
あ
わ
せ
委
員
会
・
た
ま
き
文
化

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
共
催
）

・
し
あ
わ
せ
フ
ォ
ト
募
集
（
健
康
し
あ

わ
せ
委
員
会
共
催
）

・
た
ま
き
人
宣
言　
参
加
人
数
83
人

・
地
域
福
祉
座
談
会
の
開
催
（
玉
城
中

学
校
）
参
加
人
数
２
３
８
名

②
車
い
す
貸
出
事
業　
57
件

③
備
品
貸
出
事
業　
42
件

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及
び
福
祉
教
育
の

推
進（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
事
業
）

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
、
登
録
者
の

拡
充
と
活
動
支
援

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
動
の
充

実
《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数
４
６

０
名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
支

援
17
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ

の
助
成
１
３
９
，５
０
０
円
／
７
団

体
》

・
ふ
れ
あ
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
ち
ょ

こ
っ
と
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）《
登

録
利
用
者
人
数
10
名
、
延
べ
利
用
回

数
４
１
２
回
》

②
児
童
生
徒
の
福
祉
意
識
の
高
揚

・
福
祉
体
験
教
室
の
開
催

・
福
祉
協
力
校
の
育
成
及
び
活
動
へ
の

助
成
４
０
４
，０
０
０
円
（
小
中
学

校
５
校
）

・
福
祉
協
力
校
連
絡
会
の
開
催

・
児
童
生
徒
の
福
祉
参
画
促
進

　
福
祉
講
座
依
頼　
３
回

③
ふ
く
し
共
育
活
動
へ
の
参
画

・
地
域
福
祉
座
談
会

・
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
防
災
ク
ッ
キ
ン
グ
の
実
施
（
参
加
人

数
22
名
）

障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進

（
障
が
い
児
・
者
福
祉
活
動
事
業
）

・
は
っ
ぴ
ぃ
サ
ー
ク
ル　
年
５
回
開
催

延
べ
参
加
人
数
26
名（
対
象
児
の
み
）

・
た
ま
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
１
８
（
参
加

人
数
63
名
）

・
手
話
っ
ち
カ
フ
ェ	

	
	

（
延
べ
参
加
人
数
71
名
）

・
ラ
イ
ブ
ス
ペ
ー
ス
勢
の
！
in
た
ま
き

開
催

〈
福
祉
相
談
事
業
〉

福
祉
相
談
機
能
の
充
実
強
化

・
心
配
ご
と
相
談
８
件

・
窓
口
総
合
相
談
30
件

・
貸
付
相
談
14
件

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
相
談
援

助
事
業

①
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
利
用
人
数
13
名

②
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

・
自
立
相
談
支
援
事
業
利
用
人
数
12
名

〈
受
託
事
業
〉

運
営
バ
ス
事
業

①
研
修
バ
ス　
利
用
件
数　
２
３
３
件

②
福
祉
バ
ス

　
延
べ
利
用
人
数　
　

		

１
，１
１
４
名

③
元
気
バ
ス

　
登
録
者
数　
　
　
　

		

１
，７
１
８
名

　
延
べ
利
用
人
数　

		

２
４
，１
６
５
名

④
す
ま
い
る
バ
ス
（
介
護
予
防
事
業
参

加
者
へ
の
移
動
支
援
バ
ス
）

　
延
べ
利
用
人
数　
　
　
　
８
９
０
名

高
齢
者
等
交
通
安
全
対
策
事
業

　
免
許
返
納
バ
ス
利
用
者　
延
べ
８
名

　
特
典
白
ゆ
り
利
用
回
数　
４
４
４
回

〈
募
金
活
動
の
推
進
〉

日
本
赤
十
字
社
募
金
（
５
月
）

　
　
　
　
　
　
１
，４
８
３
，４
０
０
円

共
同
募
金
と
歳
末
助
け
合
い
募
金

　
　
　
　
　
　
１
，６
０
６
，３
４
５
円

災
害
義
援
金

　
元
気
で
す
た
ま
き
ま
つ
り
収
益
金
よ
り

（
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
２
７
，９
０

０
円
）

〈
地
域
住
民
か
ら
の
ニ
ー
ズ
事
業
の
実
施
〉

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

　
延
べ
作
業
人
数　
　

		

２
，９
２
６
名

　
利
用
回
数　
　
　
　
　
　
６
６
７
回

支　出
365,797千円

収　入
365,797千円

介護保険事業収入
115,445千円 31.5％
介護保険事業収入
115,445千円 31.5％

法人事業
38,795千円 10.6％
法人事業
38,795千円 10.6％

介護保険事業
（居宅介護支援・通所介護・訪問介護）

116,868千円
31.9％

介護保険事業
（居宅介護支援・通所介護・訪問介護）

116,868千円
31.9％

前期繰越
93,147千円 25.5％
前期繰越
93,147千円 25.5％

寄付金・事業収入・その他
3,345千円 0.9％

シルバー人材センター事業収入
65,885千円 18.0％
シルバー人材センター事業収入
65,885千円 18.0％

町受託金 33,709千円 9.2％

町補助金・助成金
19,837千円 5.4％

障がい福祉サービス事業収入
31,821千円 8.7％

障がい福祉サービス事業収入
31,821千円 8.7％障がい福祉サービス事業

31,847千円 8.7％
障がい福祉サービス事業

31,847千円 8.7％

県受託金 157千円 0.1％
県補助金・助成金 22千円 0.1％

会費 1,000千円 0.2％元気バス事業
21,389千円 5.8％

シルバー人材センター事業
66,094千円 18.1％
シルバー人材センター事業
66,094千円 18.1％

その他の支出事業
42千円 0.1％
その他の支出事業
42千円 0.1％

次期繰越
79,788千円 21.8％
次期繰越
79,788千円 21.8％

共募配分金 1,429千円 0.4％
福祉バス事業
10,974千円 3.0％
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防災ボランティアコーナー電動カート試乗体験アンケート・意識調査

民生委員　重量当てコーナー

元気ですたまきまつり

ゆずりは会　絵手紙体験コーナー

第
12
回 

元
気
で
す
た
ま
き
ま
つ
り
開
催

～
平
成
か
ら
令
和
、つ
な
げ
よ
う
！
玉
城
の
和
～

※
元
気
で
す
た
ま
き
ま
つ
り
は
、
社
協
会
費

及
び
寄
付
金
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
６
月
第
１
日
曜
日
に
恒
例
の
、
元
気

で
す
た
ま
き
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
福
祉
団
体

で
つ
く
る
こ
の
ま
つ
り
も
今
年
で
12
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
た
ま
き
人
バ
ン
ド
の
演
奏
と
と
も
に

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
迎
え
、
元
気
で
す
た

ま
き
体
操
で
、
元
気
で
に
ぎ
や
か
に
始

ま
り
ま
し
た
。

　
絵
手
紙
や
ボ
ッ
チ
ャ
の
体
験
、
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
や
メ
イ
ク
コ
ー
ナ
ー
、
さ

ら
に
は
電
動
カ
ー
ト
の
試
乗
な
ど
、
子

ど
も
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
幅
広
く
楽

し
め
る
も
の
か
ら
、
元
気
バ
ス
や
玉
城

町
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
、
町
内
施
設
、
福

祉
団
体
の
啓
発
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
福

祉
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
と
な

り
ま
し
た
。
毎
年
大
盛
況
の
民
生
委
員

の
ふ
る
ま
い
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
フ
ル
ー

ツ
大
福
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
長
蛇
の
列
が

で
き
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
ま
た
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ビ
ン
ゴ
に
も

多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
、
２
９
，
２
０

０
円
を
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災

地
に
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
以
前
か
ら
募
集
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
も
当
日
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
お
手
伝
い
や
ご
み
の
分
別
な
ど
を
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
福
祉
団
体
の
ご
協
力
の
も
と
、
来

場
者
の
方
と
の
出
会
い
や
ふ
れ
あ
い
、

つ
な
が
り
が
で
き
た
ま
つ
り
と
な
り
ま

し
た
。

元気ですたまき体操１
位
田
丸
城

71
票

２
位
玉
城
豚

69
票

３
位
さ
く
ら

30
票

４
位
元　
気

24
票

５
位
人
が
温
か
い

23
票

６
位
学　
校

21
票

７
位
温　
泉

15
票

８
位
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
が
で
き
る

14
票

９
位
玉
丸
城
太
鼓

12
票

〃

田
園
風
景

12
票

〃

た
ま
き
人

12
票

12
位
フ
ル
ー
ツ（
い
ち
ご
、柿
な
ど
）
10
票 オープニング　たまき人バンドの演奏

ボッチャ競技の様子

た
ま
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
１
９

『
た
ま
き
人び

と
』に
よ
る

緑
の
カ
ー
テ
ン
運
動

元
気
で
す
た
ま
き
委
員
会

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
発
表

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

　
今
年
で
６
年
目
に
な
る
、
た
ま
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
５
月
24
日
（
金
）
に
、
保
健

福
祉
会
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
に
お
い
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
町
内
障

が
い
者
施
設
を
利
用
し
て
い
る
方
や
民

生
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
一
堂

に
会
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を

深
め
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正
式
競
技
で
も
あ

る
ボ
ッ
チ
ャ
を
紅
白
の
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
対
戦
し
ま
し
た
。
一
球
ご
と
に
白

熱
す
る
歓
声
も
増
し
て
い
き
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
地
球
温
暖
化
の
防
止
、
節
電
・
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
意
識
の
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
運
動
」

が
「
も
っ
て
こ
に
！
マ
イ
バ
ッ
グ
（
レ

ジ
袋
有
料
化
）
検
討
会
」
に
よ
っ
て
毎

年
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ

れ
は
レ
ジ
袋

収
益
金
を
活

用
し
、
あ
さ

が
お
、
ゴ
ー

ヤ
の
苗
を
希

望
者
に
無
料
配
布
す
る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
は
た
ま
き
人
に
登
録
い
た
だ

い
て
い
る
方
に
お
声
が
け
し
、
種
植
え

か
ら
苗
配
布
ま
で
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
か
ら
は
、

「
昔
か
ら
こ
の
活
動
は
知
っ
て
い
た
が
、

様
々
な
協
力
が
あ
る
こ
と
を
知
れ
た
。」

「
自
分
た
ち
が
種
植
え
し
た
も
の
が
、

地
域
の
み
な
さ

ん
の
各
家
庭
で

育
て
て
も
ら
え

る
の
が
嬉
し

い
。」
と
い
っ
た

声
が
聞
こ
え
、

心
温
ま
る
活
動

と
な
り
ま
し
た
。

　
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
、
自
分
た
ち
の
町

は
自
分
た
ち
の
手
で
き
れ
い
に
す
る
活

動
を
年
２
回
行
っ
て
お
り
、
４
月
25
日

に
第
一
回
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
行

い
ま
し
た
。民
生
委
員
、各
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、
福
祉
団
体
や
町
内
の
障
が
い

者
福
祉
施
設
の
ご
協
力
の
も
と
、
総
勢

43
名
で
外
城
田
地
区
の
ア
ス
ピ
ア
周
辺

と
有
田
地
区
の
荒
子
団
地
～
ド
ン
・
キ

ホ
ー
テ
間
道
路
周
辺
の
美
化
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
交
流
も

兼
ね
、
道
路
も
心
も
き
れ
い
に
洗
わ
れ

る
よ
う
な
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
９
月
頃
に
予
定
し
て
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
活
動
に
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
玉
城

町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
元
気
で
す
た
ま
き
委
員
会
で
は
今
ま

で
行
っ
て
き
た
「
た
ま
き
人び

と

宣
言
」
の

中
か
ら
、
多
か
っ
た
も
の
を
12
個
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
、「
玉
城
町
と
い
え
ば
？
」

と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
元
気
で
す
た
ま

き
ま
つ
り
の
中

で
行
い
ま
し
た
。

３
１
３
名
の
多

数
の
方
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た

結
果
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

苗配布

種植え

協力		玉城園芸様

クリーンアップ作戦の様子
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た
う
え
で
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
の

か
？
西
野
課
長
か
ら
の
お
話
や
、
車
い

す
体
験
の
中
か
ら
、
児
童
そ
れ
ぞ
れ
が

考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
の
一
助
と
な

る
体
験
教
室
に
な
り
ま
し
た
。

　
５
年
、
６
年
生
（
82
名
）
は
戦
争
講

話
を
、
戦
争
当
時
、
外
城
田
小
学
校
の

生
徒
だ
っ
た
遺
族
会
の
大
北
さ
ん
・
西

野
さ
ん
に
当
時
の
体
験
を
模
型
や
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
、
分
か
り
や
す

く
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
特
に
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
や
校
舎
と

校
舎
の
間
一
面
に
サ
ツ
マ
イ
モ
を
植
え

て
学
校
給
食
で
食
べ
て
い
た
こ
と
や
、

現
在
の
梅
が
お
か
児
童
館
の
あ
た
り
に

防
空
壕
が
あ
り
、
空
襲
警
報
が
あ
る
と

高
学
年
が
低
学
年
を
連
れ
て
避
難
し
て

い
た
こ
と
な
ど
今
で
は
経
験
で
き
な
い

体
験
談
を
真
剣
な
面
持
ち
で
聞
い
て
い

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
遺
族

会
の
方
か
ら
、
今

日
の
日
本
の
平
和

を
続
け
て
い
く
為

に
は
、
皆
が
一
人

一
人
仲
良
く
力
を

合
わ
せ
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る

と
の
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。

外
城
田
小
学
校　
福
祉
体
験
学
習

田
丸
小
学
校　
防
災
教
室

前
田
民
生
委
員

県
民
協
会
長
表
彰
受
賞

第
３
回　
介
護
職
員
初
任
者
研
修

（
旧
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）の
受
講
生
募
集

介
護
有
資
格
者
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修

シ
ニ
ア
生
き
生
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
　
シ
ニ
ア
世
代
介
護
職
場

　
　
　
　
　
　
就
労
支
援
事
業
研
修

　
６
月
15
日
に
外
城
田
小
学
校
全
学
年

で
、
福
祉
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
１
年
、
２
年
生（
71
名
）は
、
は
な
♪

は
な
♪
お
は
な
し
会
に
よ
る
、
絵
本
、

紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し

た
。
児
童
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
、
わ
く

わ
く
し
な
が
ら
物
語
に
聞
き
入
り
、
本

に
親
し
み
を
持
つ
活
動
に
な
り
ま
し
た
。

　
３
年
、
４
年
生
（
80
名
）
は
、
車
い

す
の
福
祉
体
験

教
室
を
行
い
ま

し
た
。

　

役
場	
産
業

振
興
課	

西
野

課
長
か
ら
、
当

事
者
と
し
て
の

お
話
を
児
童
に

分
か
り
や
す
く

優
し
く
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
車
い
す
の
自
走
体
験
、
介
助
体

験
を
行
い
ま
し
た
。
普
段
あ
ま
り
触
る

こ
と
の
な
い
車
い
す
に
児
童
は
興
味

津
々
で
、
楽
し
み
な
が
ら
体
験
し
、
段

差
や
坂
道
な
ど
、
普
段
は
気
に
も
し
な

い
こ
と
が
車
い
す
で
は
不
便
で
大
変
に

感
じ
て
い
る
様
子
で
し
た
。
た
だ
不
便

さ
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
知
っ

　
６
月
15
日
に
田
丸
小
学
校
で
４
年
生

（
61
名
）
を
対
象
に
、防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
防
災
体
験
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

ビ
ニ
ー
ル
袋
を
使
っ
て
実
際
に
お
米
を

炊
い
た
り
、
新
聞
紙
で
ス
リ
ッ
パ
作
り

や
、
毛
布
で
の
担
架
作
り
な
ど
、
も
し

も
の
と
き
、
身
近
な
も
の
で
作
れ
る
便

利
グ
ッ
ズ
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
将
来
起
き
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
大

地
震
に
備
え
、

防
災
・
減
災
の

意
識
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み

を
、
体
験
で
き

る
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
５
月
14
日
、
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、「
第
14
回
三
重
県
民
生
委
員
児
童

委
員
大
会
」
が
行
わ
れ
、
前
田
圭
枝
民

生
委
員
（
担
当
地
区
：
魚
町
・
大
手
町
）

が
、
長
年
の
地
域

相
談
員
と
し
て
の

功
績
を
称
え
ら

れ
、
会
長
表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
役
シ
ニ
ア
の
高
い
就
労
意
欲
と
経

験
・
技
能
を
生
か
し
、
地
域
社
会
の
支

え
手
と
し
て
介
護
現
場
へ
の
就
労
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
繋
が
る
た
め
の
研

修
を
開
催
し
ま
す
。

日　
時　
10
月
２
日（
水
）、９
日（
水
）

17
日
（
木
）、
25
日
（
金
）	

	

10
時
～
16
時（
25
日
の
み
10
時
～
12
時
）

	

（
体
験
学
習	

ご
希
望
の
２
日
間
）

会　
場　
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
松
阪

　
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
松
阪
市
上
川
町
２
１
２
―
１

対　
象　
三
重
県
在
住
の
概
ね
60
歳
以

上
の
シ
ニ
ア
世
代
の
方
で
、
地
域
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
介
護
職
場
で
働

く
意
欲
を
お
持
ち
の
方
。
ま
た
は
、

介
護
を
学
ぶ
意
欲
を
お
持
ち
の
方
。

参
加
費　
無
料

申
込
・
問
合
せ

　
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
９‒

２
２
７‒

５
１
６
０

　
福
祉
・
介
護
職
場
の
人
材
不
足
を
改
善

す
る
た
め
、
働
い
て
い
な
い
方
を
対
象
に

介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
行
い
ま
す
。

募
集
期
間　
８
月
８
日
（
木
）～

　
　
　
　
　
９
月
20
日
（
金
）
必
着

研
修
期
間　
10
月
２
日
（
水
）～

　
　
　
　
　
12
月
３
日
（
火
）

受
講
場
所　
三
重
県
社
会
福
祉
会
館

　
　
　
　
　
（
津
市
桜
橋
２‒

１
３
１
）

応
募
要
件　
三
重
県
に
住
民
登
録
し
て

　
い
る
働
い
て
い
な
い
方
で
、
概
ね
70

　
歳
未
満
の
方
、研
修
終
了
後
、福
祉・

　
介
護
職
場
で
働
け
る
方

募
集
定
員　
39
名

　
　
　
　
　
（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

受
講
料　
無
料

　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
）

申
込
・
問
合
せ

　
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
三
重
県
福
祉
研
修
人
材
セ
ン
タ
ー

　
介
護
職
員
初
任
者
研
修
担
当

　
☎
０
５
９‒

２
２
７‒

５
１
６
０

　
介
護
の“

知
識
・
技
術
〝
確
認
し
て

み
ま
せ
ん
か
？　
介
護
職
員
初
任
者
研

修
な
ど
、
福
祉
・
介
護
の
資
格
は
持
っ

福
祉
教
育

研
修・講
習
の
ご
案
内

防災教室の様子前田圭枝民生委員

て
い
る
け
れ
ど
、
介
護
の
仕
事
を
す
る

こ
と
が
不
安
な
方
や
、
復
帰
し
た
け
れ

ど
、
も
う
一
度
「
介
護
の
基
本
」
を
学

び
直
し
た
い
と
お
考
え
の
方
を
対
象

に
、
福
祉
・
介
護
の
現
場
で
活
躍
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
介
護
の
知
識
や
技

術
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
で
き
る
、講
習
、

施
設
体
験
各
２
日
間
の
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。
就
労
相
談
も
行
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

　
松
阪
会
場（
松
阪
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）

　
　
９
月
19
日（
木
）、27
日（
金
）	10
時
～

　
津
会
場（
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　
　
12
月
３
日（
火
）、13
日（
金
）	10
時
～

〇
施
設
体
験
（
介
護
士
と
し
て
未
就
労

の
方
の
み
）
日
程
、
場
所
な
ど
は
希

望
を
確
認
の
上
決
定

対　
象　
介
護
等
の
資
格
を
お
持
ち
で
、

現
在
福
祉
・
介
護
の
仕
事
を
し
て
い

な
い
方
、
も
し
く
は
介
護
職
と
し
て

就
職
ま
た
は
復
帰
後
、
概
ね
１
年
未

満
の
方

内　

容　
介
護
保
険
制
度
の
動
向
、
介
護

技
術
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
な
ど

参
加
費　
無
料　
　
定　
員　
30
名

申
込
・
問
合
せ

　
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
９‒

２
２
７‒

５
１
６
０

　
ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
音

楽
イ
ベ
ン
ト
「
ラ
イ
ブ
ス
ペ
ー
ス
勢

の
！
in
た
ま
き
」
が
今
年
も
開
催
さ
れ

ま
す
。

日　
時　
令
和
元
年
８
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時	

～	

15
時

場　
所　
玉
城
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

費　
用　
無
料

主　
催　
ラ
イ
ブ
ス
ペ
ー
ス
勢
の
！
in

　
　
　
　
玉
城
実
行
委
員
会

共　
催　
玉
城
町
自
立
支
援
協
議
会
、	

玉
城
町
、
玉
城
町
社
会
福
祉

協
議
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
重

音
楽
療
法
地
域
推
進
協
会

（
Ｍ
Ｔ
ち
い
き
）

後　
援　
玉
城
町
教
育
委
員
会

協　
力　
（
有
）
イ
ス
ズ
ラ
イ
フ
ケ
ア

　
　
　
　
あ
そ
ん
で
ま
な
ぶ
プ
ロ
グ
ラ

　
　
　
　
ミ
ン
グ
教
室
も
し
ゅ
ー
そ

お
問
合
せ		

	
	

	

玉
城
町
社
会
福
祉
協
議
会	

担
当　
北
岡
・
藤
川	

	

☎
58‒

６
９
１
５

日
本
赤
十
字
社

玉
城
町
分
区
よ
り
お
知
ら
せ

日
赤
募
金
ご
協
力
の
お
礼

　

本
年
も
５
月
１
日
か
ら
１
か
月
間
、

全
国
で
赤
十
字
社
会
員
の
募
集
及
び
募

金
活
動
が
実
施
さ
れ
、
玉
城
町
で
も
区

長
様
を
通
じ
皆
様
に
ご
協
力
頂
き
ま
し

た
。
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
１
，４
９
３
，５
０
０
円

（
令
和
元
年	

６
／
30
現
在
）

　
な
お
、ご
協
力
い
た
だ
い
た
募
金
は
、

日
本
赤
十
字
社	

三
重
県
支
部
を
通
じ

「
災
害
救
助
活
動
」
や
「
国
際
活
動
」

な
ど
赤
十
字
の
活
動
資
金
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
す
。
ま
た
町
福
祉
活
動
へ
の
交

付
も
受
け
、「
福
祉
体
験
教
室
」
や
「
社

会
福
祉
大
会
」
な
ど
の
事
業
費
に
充
て

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
区
向
け
に
イ
ベ
ン
ト
用

の
テ
ン
ト
及
び
発
電
機
等
の
貸
し
出
し

も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
赤
交
付

事
業
に
よ
り
各
市
町
に
配
布
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
自
治
区
を
対
象
に
区
長
様
か
ら
の
申

請
を
受
け
て
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
地
域
の
集
ま
り
な
ど
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

５年、６年生　戦争体験講和の様子

３年、４年生　車いす体験教室の様子



日時：毎月10日、30日　13：00～15：00　場所：玉城町保健福祉会館にて　相談員：民生児童委員、人権擁護委員、行政相談員
～ 身近な社協相談窓口ご案内 ～　心配ごと相談（予約不要）

あいさつ強化デー（毎月第3火曜日）　家庭・地域・学校・職場　いつでも・どこでも・だれとでも　あいさつの輪を広げていきましょう。

ご寄附（4月～6月）ありがとうございました
玉城町母子寡婦福祉会
喫茶白ゆり様 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9,990円
ボランティア玉城様 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  2,041円

プランニング・ニュー様 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7,000円
匿名様 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10,000円
元気バス募金箱 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 62,107円

社協職員を名乗る不審な電話が全国的に相次いでい
ます。おかしいと感じる電話があれば、社協までご
確認ください。　玉城町社会福祉協議会 ☎58-6915

◆◆◆　不審な電話にご注意を！◆◆◆

【 テーマ 】 「元気（げんき）」
【募集対象】 町内在住または在勤の方。年齢性別問いません。
【応募方法】 町内公共、商業施設へ応募用紙、応募箱を設置。
	 その他、インターネット、ホームページでも募集し、郵送またはメール

で応募受付を行います。
	 住所・名前・年齢・性別・電話番号を明記の上、「標語」「標語への思い」

を記載しご応募ください。
【 応募先 】 〒５１９－０４３３
	 三重県度会郡玉城町勝田４８７６－１（保健福祉会館内）
	 社会福祉法人　玉城町社会福祉協議会　「福祉の標語」募集係
	 Fax：０５９６－５８－６９１６　　メール：tamasya@amigo2.ne.jp

【募集期間】 令和元年６月１日（土）～９月３０日（月）当日消印有効
【選考発表】 厳選な審査の上、優秀作品を決定します。
	 小学生以下の部、中学生の部、一般の部に分けて審査し、
	 それぞれで表彰します。（記念品贈呈）

・作品の著作権は主催者に帰属するものとし、広報や
ホームページ、インターネットのほか、印刷物などに
使用する予定ですのでご了承ください。
・応募の際の個人情報は適正に管理し、「福祉の標語」
募集に関する連絡のために使用させていただきます。

主催：元気ですたまき委員会（玉城町社会福祉協議会）
共催：玉城町青少年を育てる会（玉城町教育委員会）、健康しあわせ委員会
お問合わせ：玉城町社会福祉協議会　☎ 58 － 6915

● ● ● ● ● 募 集 要 項 ● ● ● ● ●

元気ですたまき委員会（玉城町社会福祉協議会）では、みんなが安心して元気に生活
できる町づくりを目指しています。そこでみんなが元気になるような「福祉の標語」
を募集します。受賞作品はホームページやイベント等で啓発活動に活用します。

「福祉の標語」大募集！

玉城町社会福祉協議会の情報を発信中!!
　・ホームページ　　http://tamasya.or.jp/
　・フェイスブック　覗いてみてください(^o^)丿


